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2 仮想ワークロードとコンテナワー
クロードの管理を統一 
 通信事業者は仮想化アプリケーションによるコスト上昇に直面
しており、広範な VM フットプリントの管理における非効率性の解
消を模索しています。Red Hat のお客様である大手 GSM (Global 
System for Mobile Communications) 事業者は、サービス・ネット
ワーク・オペレーション・センター (SNOC) に 200 を超えるノー
ド、さまざまな事業部門に 1,000 以上の VM を保有しており、以前
は別々のプラットフォームでコンテナと VM を運用していたため、管
理が複雑で大きなコストがかかっていました。* 

 Red Hat による支援：多くの通信事業者が Red Hat と連携し、複
数のデータセンターで Red Hat OpenShift を使用して VM の作成、
実行、管理を行っています。Red Hat OpenShift の付属機能である 
Red Hat OpenShift Virtualization を最大限に活用することで、コン
テナと並行して VM を問題なく管理できる先進的なプラットフォーム
を手に入れることができます。また、付属の仮想化移行ツールキット
を使えば、大規模な VM 移行を単純化できます。また、VM のみを
使用する場合は、ワークロードの移行、管理、拡張を効率化するソ
リューションとして Red Hat OpenShift Virtualization Engine が提
供されています。

 別の大手通信事業者にとっては、Red Hat のコスト効率の良い価格
設定がメリットとなりました。同社の使用する Red Hat ソリューショ
ンには Red Hat Enterprise Linux® が含まれており、ワークロード
の約 70% を占めていました。その結果オーバープロビジョニングが 
20% 削減し、リソース使用が最適化され、需要に基づいた動的なス
ケーリングが可能になりました。この通信事業者はプラットフォーム
を Red Hat に集約することでサブスクリプションコストを削減し、
効率を向上させ、総所有コストを 30 - 40% 削減することを目指し
ています。*

1 アプリケーションのモダナイゼー
ションと移行を統合 
 通信事業者がネットワークを安定的に運用するためにはネット
ワーク監視ツールやパフォーマンス管理ツールなどの運用支援シス
テム (OSS) が不可欠です。多くのベンダーや独立系ソフトウェアベ
ンダー (ISV) が、オープンスタンダードのクラウドコンピューティン
グ・プラットフォームを用いたマイクロサービスベースの OSS の開発
にすでに着手していますが、アプリケーションのモダナイゼーション
と並行して VM 管理をサポートする、より効率的で将来を見据えた
ソリューションを求めて Red Hat と連携する通信事業者も少なくあ
りません。

 Red Hat による支援：イノベーションと従来の最適化の両立を
重視する通信事業者は、Red Hat と連携し、新しいハイブリッドク
ラウド・プラットフォームの設計と実装に取り組んでいます。ある世
界的な大手通信事業者は、概念実証 (PoC) の成功を受け、アプリ
ケーションの移行、モダナイゼーション、展開において包括的かつ一
貫したエクスペリエンスを提供する共通のテレコクラウド・プラット
フォームとして Red Hat OpenShift を選択しました。*

 Red Hat OpenShift を使用すると、通信事業者の運用コストは
削減され、効率と市場投入時間も改善します。この世界的な大手通
信事業者の場合は、ビジネスクリティカルなコンテナベースのアプリ
ケーションの展開が 80% 高速化しました。* 既存のサーバーとスト
レージを活用することでコスト効率を最大化しつつ、長期的なニー
ズに合わせて共通のテレコクラウド・プラットフォームを運用できる
よう取り組むことができます。

 コンテナと仮想マシン (VM) にアプリケーションを同時に展開し保守する際に生じる複雑さとコストを軽減するために Red Hat と連携
する通信サービスプロバイダー (通信事業者) は少なくありません。そうした通信事業者は、Red Hat® コンサルティングと協力して Red Hat 
OpenShift® を実装し、組み込みの仮想化機能を活用して、コンテナベースのアプリケーションと VM の両方を単一のプラットフォームで
管理できるようにします。また、障害復旧機能を強化するために、Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes と Red Hat 
OpenShift Data Foundation も導入します。ここでは、通信事業者が先進的な統合プラットフォーム上でコンテナと VM を効果的に管理する
ための 4 つの方法について説明します。

*  Red Hat 顧客データ。
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3 組み込みの堅牢な障害復旧機能
を活用
 OSS アプリケーションは、通信事業者がサービス停止を防ぎ、ビ
ジネス継続性を確保する上で重要な役割を果たします。そのため、
これらのシステムの障害復旧 (DR) は、新しい環境でも堅牢な DR 
機能を維持したいと考えている多くの Red Hat のお客様にとって最
優先事項となっています。

 Red Hat による支援：Red Hat はあらゆるプロジェクトにおい
て、Red Hat Advanced Cluster Management for Kubernetes や 
Red Hat OpenShift Data Foundation などのテクノロジーに基づく 
DR ソリューションの設計と展開を支援できます。

 Red Hat のあるお客様は、既存のハードウェアを最大限に活用
し、SNOC アプリケーション (障害管理システムやパフォーマンス管
理システムを含む) を保護しながら、3 つのデータセンターにまたが
る環境を構築した際にこのソリューションを活用しました。DR 環境
が強化されたことで、主要拠点に影響を及ぼすインシデントが発生
した場合も、影響を最小限に抑えつつサービスを維持できるように
なりました。*

Red Hat がどのように通信事業者の変革を支援するかについて
詳しく見る

仮想化移行評価の詳細を見る

4 経験豊富なベンダーと連携 
 多くの通信事業者は、プロジェクトが開始されると、ビジネス要件
の充足、既存テクノロジーの最適化、およびスムーズで一貫性のあ
る統合を実現するために、信頼できるベンダーの支援が必要になる
ことを認識しています。他の多くの企業の場合と同様に、不十分なリ
ソースと専門知識の不足は、成功に対する共通の障壁となります。

 Red Hat による支援：Red Hat コンサルティングは、通信事業者
の変革に向けたプロジェクトのリスク、コスト、期間を最小限に抑え
られるよう支援します。Red Hat コンサルティングチームは、通信事
業者の既存の環境 (コンピューティング、ストレージ、オペレーティ
ングシステムなど) について詳細な評価を実施した後、既存のハード
ウェアを最大限に活用し、適切なソリューションを選択して移行を
成功させることができるようサポートします。

 ある Red Hat のお客様の SNOC におけるプロジェクトが成功
したことを受けて、さまざまな通信事業者の事業部門も Red Hat 
OpenShift をデフォルトのプライベートクラウド・プラットフォームと
して導入し、OpenShift Virtualization 機能を使用するようになって
います。*
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